
呼ぶ　　　　　　　 
　　　　　　　　　　関根悠介 
 

 
ふるい樹木の
枝のさきに
さっきまで
風だった
ふたりが
 
風と風が出会い
うまれる雲は
すぎさり月を
ながめている
ふゆの夜
 
ふかく澄んだ
森の野生は
風を待つふたりのように
熱をうばわれ
かたく閉じた
耳を
すませて森の息づかいを
聴く
 
月が呼ぶ
雲が呼ぶ
風と風を
呼ぶ


